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雪氷写真館⃝127 キリマンジャロの雪と雲海 / Snow and low-level clouds
on Mt. Kilimanjaro
雪氷 80 巻 6 号（2018） i
写真 1 Uhuru-Peak 周辺に発達するペ
ニテント，高さは 30-50cm．
写真 3 クレータ周辺に広がる雪原，遠方
に北東稜の氷河が見える．
写真 5 標高 3000m以下に広がる雲海．
写真 2 Uhuru-Peak 手前から見下ろす
南稜のレブマン氷河．
写真 4 標高 3800m 付近のジャイアン
ト・セネシオの群落とキリマン
ジャロ・キボ峰．
写真 6 雲霧林（2500m付近）とその中に
生息するクロシロ・コロンブス．
キリマンジャロの雪と雲海
キリマンジャロは南緯 3度の赤道直下に聳える標高 5895m のアフリカ最高峰である．数多くの研究者が
氷河の縮小を指摘し，温暖化問題の象徴として扱われてきた（e.g. Kaser et al., 2004；Thompson et al.,
2009）．インド洋を中心とした広域循環場が引き起こす東アフリカの乾燥化や水蒸気移流場の変調要因を解
析する研究も進んでいる（Hastenrath et al., 2007；Collier et al., 2018）．消えゆく氷河を一目見るために，
2018 年 8月 16日にウルフピークまで登攀した．この時撮影された風景を紹介する．
中腹から見上げると，南稜の西の頂きにわずかな青色の氷体が見えるにすぎない（写真 7）．しかし，巨視
的に見ると，稜線から延びる複数の谷が目の前でサイドモレーンを形作り，最終氷期には巨大な氷河群が標高
4000m付近まで存在していたこと（Osmanson, 2004）を連想させた．Gilman’s Point（標高 5685m）に
たどり着くと，内側のクレータは一面の大雪原で，多くの写真が語る“消えゆく雪氷圏” のイメージが払拭
された．この夏は例年に比べて積雪量が非常に多いとの事．山頂および稜線の雪渓では，ペニテントと呼ば
れるとがった雪庇集団が発達し，南稜線沿いでは太陽の経路に沿った東西の配列となっていた．日射量が多
い低緯度高山帯の昇華環境で多重散乱により形成されるとある（Betterton, 2001）．登山客はこれを利用し
て山頂への縦列を組むことになる．朝 8 時というのに山頂は大渋滞で，極寒の中で記念撮影に 20分も待たさ
れた．5日間の登攀期間中，午前中
は毎日眼下に雲海が広がった．こ
れもこの季節（乾季）には珍しいと
いう．雲海形成高度（約 3000m）
以下には野生動物が住む雲霧林が
広がり，岩田（2010）の解説にあ
るように，気候が育む生態系を学ぶ
にはお手本のような環境が揃って
いた．局地循環の観点から森林帯
と雪氷圏存続の関係を論じる研究
もあり（e.g. Pepin et al., 2010；
Fairman et al., 2011），大気科学を
専門とする私にとって，雲海形成過
程とその長期変化に強く興味を
持った旅であった．
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写真 7 標高 4000m付近からキリマンジャロ南斜面を望む．
左上は氷河域の拡大，右上は現地でのスケッチ．
